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１.最も数が多かった種類（優占種） .

植物プランクトン第１優占種

動物プランクトン第１優占種

2.計数された異臭味原因プランクトン 

3.計数された主なプランクトンとその数（個体数）
（１）動物プランクトン

（個体／L）
繊毛虫類 Codonella cratera 260

（個体／L）
甲 殻 類 Nauplius 120

＊個体数は、プランクトンネットNXXX25（目合い41µm）で1000倍濃縮したものを直接検鏡して計測した。

繊毛虫類

Rhodomonas sp.

褐色鞭毛藻綱

細胞は、長楕円形で長さが約１０μ ｍと小型であ

り、葉緑体は少し赤みを帯びている。２本の鞭毛
を有する。
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        Phormidium tenue
コメント
植物プランクトンは少なくなり、褐色鞭毛藻に属するロドモナス（Rhodomonas  sp.）が優占種となった。体積で見
ると、同じく褐色鞭毛藻に属するクリプトモナス（Cryptomonas  sp.）が優占種となった。綱別の体積では、褐色
鞭毛藻類が総体積の約31%、緑色鞭毛藻類が約24%、珪藻類が約23%を占めた。動物プランクトンは、繊毛虫類
のスナカラムシ（Codonella cratera ）が260個体/L計数されて優占種となった。ピコ植物プランクトンは120,000
細胞/mLとなり、輝橙色のものが95%、深赤色のものが5%であった。また、かび臭の原因となるフォルミディウム
テヌエ（Phormidium tenue ）が20群体/mL計数された。

第　　１　　優　　占　　種

第　　２　　優　　占　　種

壺のような固い殻を持ち、その殻は砂粒を含む。
色は黒色で、前が開いていて、その後ろにくびれ

がある。殻の中に無色透明の繊毛虫が入ってい
る。

（ロドモナス）

Codonella cratera
（スナカラムシ）



 

 


